
 

 

 

 

 

 

 
平成 29 年度 小規模多機能型居宅介護 サービス評価 

 
 

 

 

 

 

 

 

◆小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表 

  平成 30 年 1 月 16 日実施 

 

 

◆自己評価 

事業所自己評価・・・・・・・・・・・・・（事-①～⑨） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(株)ケア・フレンズ 

つどいの家・よかったね 
 

 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
株式会社 

ケア・フレンズ 
代表者 脇屋 智樹 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

経営理念『年をとっても、障害をもっても、自分の望む場所で自分らしく生き続けて

いきたい。そんな想いを受け止めてくれる「優しい街」づくりに少しでも貢献してい

きたいと考えています。』 

 
事業所名 つどいの家・よかったね 管理者 奥村 恵美子 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 1 人 1 人 3 人 1 人 ７人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

・全項目を全員で、1 日で話し

合うことは難しいので、各項

目ずつその日いる職員で、短

時間で話し合うことを積み重

ねていく。 

話し合いの時間を分散し、定期的な

時間をとることが出来ていた。 

ただし、シフトの都合上参加する職

員に偏りがあった。 

 

数値目標を設定するなど、より具

体的な目標がよい。 

事業所評価を行う上で、出来るだ

け多い職員意見が反映されると

よい。 

 

具体的な到達点や、達成が視覚化

出来る様、数値を使った目標を検

討する。 

 

また、多くの職員が参加出来る様

シフトやミーティングの日程、時

間の調整を行う 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・事業所の運営をまずは知っ

ていただくために、café やサ

ロンのイベントに出向き、つ

どいの家のチラシを配布し

て、事業所を紹介する。 

地域の行事への参加が少なく、事業

所の紹介等を行うには至っていな

い。（行事の情報収集不足）） 

チラシの配布等も行えていない。 

建物の構造上、奥まっており入り

にくい。 

玄関までの通路を明るい感じに

するとよいのでは。間仕切り等上

手く使用しており、もっと事業所

のアピールをしてもよいのでは。 

事業所入り口付近から、玄関まで

の構図や展示等をスタッフ間で

検討し、一般の方にも意識しても

らえるような物にしていく 

 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・地域の行事や一斉清掃など

にまずは職員が参加し、つど

いの家の職員だと認知しても

らう。 

・地域の活動をされている方

に運営推進会議に出席してい

ただく。 

松本祭りへの参加は出来たが、その

他活動（一斉清掃等）は少ないため、

地域の方と顔なじみになることが、

あまりできなかった。 

運営推進会議への職員参加は定期

的に、各スタッフ行うことが出来て

いる。 

ディホールの手伝いをされてい

る事業所もある。 

公民館ともっとコンタクトをと

るとよいのでは。 

地域イベントを知るべく、公民館

のチラシやＨＰの確認し、参加で

きるイベントを探していく。 

松本地区の回覧板を事業所に回

るよう依頼。 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・各利用者の住んでいる近所

にどのような方がこの地域で

活動されているかを利用者本

人に話を聞く。どのような関

わりがあるのかも本人に話を

聞く。 

利用者と話をする際、意図的に地域

の話題をだし、情報の収集に努めて

いる。 

しかし、その情報の共有不足で職員

がここに持っている情報に差がみ

られている。 

特になし。 

利用者から聞いた地域の情報を

MAP など、紙面にまとめ、スタ

ッフ個々の情報を出せる場所を

作ると共に、それらを共有してい

く。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・地域の「顔役」的な方に話し

に行き、どのような方がこの

地域で活動されているのか教

えていただき、その方々に運

営推進会議に出席していただ

けるよう説明・依頼に伺う。 

運営推進会議の方からの紹介等は

あったものの、地域の「顔役」の方

への連絡や運営推進会議への参加

依頼を行うことはできず。 

テーマについて取り組むのは大

変。今年のテーマを決めて、それ

を中心に取り組むとよいのでは。 

まず「地域活動」を今年の中心テ

ーマとし、それに関して必要な情

報（開催日、場所等）を集める。

また、運営推進委員会の方法（説

明の仕方や開催場所）を検討する

と共に、多くの方に参加して頂け

るよう、声かけ等を行っていく。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・地域防災訓練に参加する。 

・事業所の防災訓練に地域の

方にも参加していただき、協

力を得る。その際に地域の方

に役割を担っていただくよう

にする。 

事業所の防災訓練は定期に開催し

ており、スタッフ参加も出来ている

が、地区の防災訓練に関してはシフ

ト等の都合上参加出来ていない。 

とくになし。 
地域防災訓練への参加。 

シフト（人数調整）行事の調整 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 1 日（8：20～9：00） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 5名 非常勤 5名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3 人 7 人 0 人 0 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・できるだけサービス利用時間前に情報収集し、共有する場を設けていく 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・朝のミーティングの時間を多めに取り（5～10 分程度）情報共有に努めた 

・事業所ミーティングでも時間を多めに取り、情報共有をするとともにケアの予測等に関し話し合った 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

3 7   10 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

3 5 2  10 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

3 5 2  10 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

3 5 2  10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・管理者及びケアマネージャーが収集してきた情報を、早い段階で各ミーティングを通じ、スタッフへ伝

達を行なう事が出来ている 

・追加された情報に関しても、都度紙面を作成し回覧できるようにしている 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・情報収集の際、職員と家族の関わりが少なく情報が薄い 

・情報共有の為に書面を作成するが、どのスタッフが確認したかわからず、情報共有が一部のスタッフだ

けになっていることがあった 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・情報共有用のノート等を作成し、閲覧サインを設け、全員の共有に努める 

・家族が事業所に来られる事が少ない家族には 

① 送迎時に声かけを行うようにする 

② カンファレンスや担当者会議に１名職員が参加することができる機会を設ける 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 3 日（8：25～9：00） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 7名 非常勤 3名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 4 人 5 人 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・利用者の自己実現のために「～したい」を職員間で共有できるように努める 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・新規利用者な場合、サービス開始前に情報を得て「～したい」等ニーズの把握に努めた 

・ニーズに対して、実践できるよう個々に対応した企画（買物、外出等） 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

 3 6 1 10 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

 3 7  10 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

 3 7  10 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

 1 8 1 10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者の活動ニーズ（「～したい」）に対しての聴き取り 

・ニーズからの活動希望の推測 

・ニーズを踏まえた上での個別的活動の計画及び実践 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・意思表示困難な利用者に対して、活動ニーズの把握不足 

（情報収集方法に関する知識不足） 

・結果として、以前と同じような活動になってしまっている 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・意思表示困難な利用者に関しての情報収集方法 

(観察視点の知識を増やす・ライフヒストリー等から本人の好みを推測する) 

・新しい活動を行った際のモニタリング 

 利用者の反応等から新しい活動のきっかけを拾えるよう、意識的に観察する 

・情報を共有できるシートの導入を検討する 
 

 
 

 

 
 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 3 日（8：25～9：00） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 6名 非常勤 4名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 4 人 3 人 2 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・利用者や家族等とじっくりと関わることで、本人の生活歴などを聞き、情報を整理し職員間で共有する

ことに努める 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・利用者とじっくり関わることは出来ている（入浴・排泄・食事等生活支援において） 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

 2 ７ １ 10 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

3 6 1  10 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

 4 6  10 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

3 7   10 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

3 6 1  10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・日々の観察の中で、体調および気持ち等の変化に気付く事が出来ている 

 都度職員と共有し対応を行なっている 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・以前の暮らしが把握できない 

・訴えの無い方、反応の鈍い方の情報把握が出来ていない 

(目立たない変化や気持ちとの内面等がとらえにくい) 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・情報把握のための研修を開催する 

（書類等からの把握ポイント、コミュニケーション時の確認ポイント等） 

・共有するために、記録方法(表記方法)のルールを作成する 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 8 日（8：25～9：00） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 6名 非常勤 4名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 1 人 5 人 4 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・誰にどのような地域資源が必要か、民生委員の方がどのような関わりを持っているのか等事業所内で把

握できるように努める 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・事業所周囲を含む地域資源に関しての情報を得ることができなかった 

・民生委員との密な関わりを持つことができなかった 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

 6 3 1 10 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

 4 6  10 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

 5 3 2 10 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

  5 5 10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・来所および送迎時の何気ない会話より、自宅でのおおよその生活を把握することが出来ている 

（定期的に生活の話題を意図的に出すように心がけている） 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・上記の情報は共有できておらず、スタッフ個々の情報に差がある 

・生活は把握できているが、どのような地域資源を活用しているかを確認するまでには至っていない 

（職員個々の地域資源に対する知識不足） 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・地域資源に関する勉強会 

① 地域資源の種類や活用方法 

② 松本・宝永地区周辺の地域資源の理解 

・地域の活動へ参加 

（周辺地区のイベントを回覧板や公民館の HP で確認し参加、交流を増やしていく） 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 8 日（8：25～9：00） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 6名 非常勤 4名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 3 人 3 人 4 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・利用者のその人ら良い生活を継続していくために必要な地域資源を探る 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域資源を使った支援が出来ていない 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

 2 6 2 10 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

2 6 1 1 10 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

1 6 2 1 10 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

1 8  1 10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者の状態(体調・気持ち等)に応じ、柔軟に通い・泊まりのサービスを提案、提供することが出来て

いる 

 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・自事業所のみでサービスを提供している利用者が多いため、地域資源に活用及び連携が出来ていない 

（前項目同様、職員の地域資源に関する知識が薄い） 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・地域資源の把握 

・様々な状況下において、どの地域資源との連携を取ることが可能かリストアップを行ない、職員が理解

できるようにしておく 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 10 日（8：30～9：00） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 5名 非常勤 5名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 4 人 3 人 3 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・地域の方を事業所へ招く活動を続けながら、地域の行事やイベントに一つでも参加出来るよう情報を集

め、計画を立てる 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・こちらから地域の行事に出向くようになったが、地域の方を招くまでは出来ていない 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

 2 2 6 10 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

 1 4 5 10 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

 2 2 6 10 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

 2 3 5 10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・中学校行事及び地域の事業所行事への参加 

・松本縁が和ミーティングへの参加 

・中学生の訪問、ボランティアの受け入れ等を行なう事が出来ている 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・特定の方が事業に来られる事があるが、地区の一般に方が来られる事はない 

（地域及び各機関との連携が不足している） 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・松本祭り、縁が和ミーティング等地域の活動を継続していくと共に、奉仕活動や町内会行事 

デイホーム等イベントへの参加を増やし、交流を図っていく 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 10 日（8：30～9：00） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 5名 非常勤 5名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 4 人 3 人 2 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・職員一人一人が事業所の運営に関わっているという意識を持ち、意見し合えるように努める 

・事業所として出来ている事も評価する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ミーティングなどを定期的に行ない、個々の意見を出すことはできている 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

1 3 3 2 10 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

１ 4 5  10 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

 3 3 4 10 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

 1 4 5 10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ミーティングを定期的に開催し、意見しやすい場を設けている 

・運営推進会議時、毎回スタッフを参加させ運営に関わっている事を意識づけている 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域の方からの意見苦情等を運営に反映させることが出来ていない 

 （地域の方との連携が不足している、情報の収集が薄い） 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・地域の意見を反映させるため、運営推進会議の手法及び参加者を検討する 

１．民生委員他、地域の方やカフェの来られている方や事業所の利用者等、参加される方の枠を 

増やし、意見を多く収集できる場にしていく 

 ２．その為の、参加依頼や運営推進会議の進め方等を検討していく 

 

 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 11 日（ 8：30～ 9：00  ） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 6名 非常勤 4名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

１人 7 人 2 人 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・細かな知識や情報・技術の習得について職員間で共有し、またその方法を検討する。 

・事業所内や、法人内で話す事で得られる情報等を大切にする 

・外部の研修に目を向ける 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・外部研修に関しては 2，3名のスタッフは参加できている。しかし、計画的な研修参加や 

 事業所内研修の開催等は行なう事が出来ていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

１ 5 1 3 10 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

1 3 2 4 10 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

 3  7 10 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

 5 3 2 10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・会社主催の合同研修への参加は行っており、業務都合で参加できなかった職員にも伝達を 

 行なう事で、知識等の共有は出来ている 

・定期的に研修の案内をスタッフに伝え、参加してもらっている 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・スタッフの経験年数や、現在の技術・希望に応じた必要研修の選定及び、情報提供が出来ていない 

・自施設内研修の計画的な企画開発を行う事が出来ていない 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・研修（事業所内・外部）への参加が出来る環境体勢 

 １．スタッフの希望や、必要としているスキルに関する研修の選定 

 ２．上記研修に参加出来る様な、シフト体制を調整 

 

 
 

 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 29 年 12 月 11 日（ 8：30～ 9：00）   

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 常勤 6名 非常勤 4名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 人 2 人 2 人 4 人 10 人 

 

前回の改善計画  

・人権・プライバシーを守る為に、場所を選ぶ意識付けは出来ている 

・成年後見人制度について学ぶ 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・職員間で、利用者の話をする際、場所を選ぶ意識づけは出来ている 

・成年後見人制度を学ぶ機会を設けていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

7 3   10 

② 
虐待は行われていない 

 

 

8 2   10 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

5 3 2  10 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

1 4 5  10 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

 6 3 1 10 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者・職員に関する話が聞こえない用、話す場所の配慮は出来ている 

・排泄介助等、プライバシーに関するケアの声かけは、声の大きさや話す距離、位置、表現等 

 配慮し行えている 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・言葉の表現や、対応等で「職員の意図とは違う」受け取り方をされ、利用者に不快な思いを 

 されてしまうケースが稀にあった。 

 （常識や、スタッフ自身の考えが判断基準になり、利用者本位になりにくい事がある） 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・関連する知識、技術の研修を開催する 

 １．成年後見人に関して 

 ２．利用者主体で、物事をとらえるために必要な視点、考え方に関して 

 
 
 

事－⑨ 


